
このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

　平成から令和へと時代が転換する節目の時に、27代

校長として御船の地に赴任できたことを光栄に思ってお

ります。

　本校は大正11年（1922年）に創立され、今年度で98

年となります。去る４月８日に入学した生徒たちが３年

生になる時、100周年を迎えます。

　時代は変わっても、「天神の森」の学び舎は、可能性

豊かな若者と情熱ある教師の出会いの場であり続けます。ロボットをはじめものづくりの

面白さを追求する電子機械科、音楽・美術・書道を通して感性を磨く芸術コース、幅広い

学びの中から自らの進路と夢を探していく普通科。本校はテクノロジー（技術）とアート

（芸術）の両翼をもつ総合力ある全日制高校として、新しい伝統を創っていきます。

　そして、九州屈指の音楽大学「平成音楽大学」との連携、恐竜博物館はじめ文化・教育

資源の豊富な御船町と連帯して教育活動を展開していきます。本校の生徒たちが地域振興

に積極的に貢献する一方、学校行事に大勢の町民の皆様が来校される「開かれた学校」を

目指していきたいと思います。

　これまでも、そしてこれからも、御船町と共に本校は歩んでいきます。

　町民の皆様のご支援のほどを宜しくお願い申し上げます。
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より「開かれた学校」を目指して

熊本県立御船高等学校
校長　粟
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